
1194 

唐

の

韓

郡

『
四
時
纂
要
』

長
年
、

亡
侠
し
た
書
と
し
て
傍
え
ら
れ
た
『
四
時
纂
要
』
が
、
東

京
の
山
本
書
庖
主
山
本
敬
太
郎
氏
に
よ
っ
て
護
見
さ
れ
、

九
ノ、

年
十
一
月
、
守
屋
美
都
雄
博
土
の
解
題
を
附
し
て
、

影
印
本
と
し

て
公
刊
さ
れ
た
。

山
本
氏
所
蔵
本
は
、
縦
二
五
・
七
セ
ン
チ
、
横
ニ
二
セ
ン
チ
の
線

装
本
で
、
九
十
葉
、
二
二
字
十
一
行
、

は
じ
め
に
「
四
時
纂
要
序
」

あ
り
(
撰
者
名
を
紋
く
)
、
本
文
は
、
春
令
正
月
、
春
令
二
、
三
月
、

入
、
九
月
、
多
令
十
、
十
一
、
十

夏
令
四
、

五
、
六
月
、
秋
令
七
、

二
月
の
五
巻
に
輯
ま
り
、
最
後
に
「
大
宋
至
道
大
歳
丙
申
九
月
十
五

日
施
元
吉
の
離
字
記
」
、
「
杭
州
潜
家
彫
、
立
日
義
」
と
と
も
に
、

な
ら
び
に

暦
五
年
柳
希
潜
の
践
」
、

「
高
暦
十
八
年
朴
宣
の
抜
」

あ

に

つ
し、

て

天

野

フE

之

助

り
、
末
行
に
「
慶
尚
左
兵
営
開
刊
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
度
上

梓
さ
れ
た
『
四
時
纂
要
』
五
巻
本
は
、
明
の
蔦
暦
十
八
年

(5
8〉

韓
園
の
蔚
山
郡
下
閥
面
で
、
宋
の
太
宗
至
道

二
年
(
活
。
)
杭
州
の

民
間
刻
本
に
も
と
づ
い
て
、
重
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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さ
て
本
書
に
附
せ
ら
れ
た
守
屋
君
の
「
解
題
L

(四

0
ペ
ー
ジ
)

は
、
誠
に
周
到
な
も
の
で
、
撰
者
名
を
依
く
本
書
を
以
て
、
唐
の
韓

都
の
『
四
時
纂
要
』
そ
の
も
の
だ
と
さ
れ
た
黙
な
ど
、
是
非
一
誼
す

ベ
き
充
賓
し
た
内
容
を
も

っ
て
レ
る
。

氏
は
ま
た
『
大
阪
大
同
学
文
民
宇
部
紀
要
』
第
九
巻
(
昭
和
三
七

年
刊
〉
に
「
唐
・
五
代
歳
時
記
資
料
の
研
究
」
を
護
表
さ
れ
、

そ
こ
で
此
の
書
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た

爪
四
七

l
八
四
ベ

l

「高

ジ〉。

撰
者
韓
那
(
ま
た
韓
誇
に
つ
く
る
)
の
経
歴
は
、
全
然
剣
ら
な
い



が
、
本
書
の
自
序
に
、

『
章
氏
月
録
』

(
奪
行
規
撰
『
保
生
月
録
』
〉

を
批
評
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
貼
か
ら
唐
末
五
代
の
人
と
見
ら
れ

る
。
乙
の
こ
と
は
、
す
で
に
北
京
農
業
大
皐
数
授
王
続
瑚
君
の
『
中

(
一
九
五
七
年
中
華
書
局
刊
、
四
三
ペ
ー
ジ、

園
農
民
午
書
録
』

六
四
年
農
業
出
版
祉
刊
(
改
訂
本
)
四
八
ペ
ー
ジ
)
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

つ
、ぎ
に
此
の
書
が
ど
こ
で
撰
述
さ
れ
た
か
、
従
っ
て
そ
れ
に
盛
ら

れ
た
内
容
が
、

そ
れ
と
も
華
中
の
こ
と
が
ら

主
と
し
て
華
北
か
、

か
、
確
言
で
き
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
書
中
に
説
く
と
こ
ろ

の
農
事
は
、
主
と
し
て
北
方
の
も
の
と
、
私
は
み
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
撰
述
の
意
園
は
、
本
書
の
序
に

余
是
以
編
(
循
)

閤
ニ
農
書
「
捜
一
議
雑
訣
「
康
雅
・
爾
雅
則
定一

其
土
産
「
月
令
・
家
令
則
叙
=
彼
時
宜
「
釆
-
一
活
(
氾
〉
勝
種
樹
之

書
「
接
-
一
握
寒
試
穀
之
法
「
市
文
章
氏
月
録
傷
ニ
於
簡
閲

(歓)「

費
民
要
術
弊
在
ニ
迂
疎
叶
今
則
捌
ニ
雨
氏
之
繁
蕪
「
撮
エ
諸
家
之
術

敷
二
玄
々
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と
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
末
尾
に
撰
者
の
名
を
閥
く
が
、
宋
の
秘
書
監

陳
駿
等
原
撰
『
中
興
館
関
書
目
輯
考
』
巻
四
、
農
家
の
僚
に
は
、

(
四
時
纂
要
十
巻
〉
開
閉
一

、(
韓
)
郭
采
ニ
諸
家
農
書
「
紀
エ
風

九

雲
之
候
「

録一
J

種
殖
之
法
「
下
及
ニ
方
書
蓄
産
之
事
一
皆
載
、
天
轄

中
頒
ニ其
室田
於
諸
道
「
郭
自
序
日
、

と
し
て
、
上
引
の
文
を
約
言
し
て
載
せ
て
お
り

(
『
古
逸
書
録
叢
輯

之
四
』
の
二
三
葉
ウ
ラ
に
み
ゆ
〉、
南
宋
の
晃
公
武
『
昭
徳
先
生
郡
驚

讃
書
士
山
』

巻
第
十

一
、
農
家
類

四
時
纂
要
五
巻
に
も
、
こ
の
自
序

に
基
づ
い
た
も
の
が
誌
さ
れ
、
(
王
先
議
合
校
本
、
巻
十
二
の
九

l
十

葉
に
み
ゆ〉
、
撰
者
韓
都
が
諸
家
の
農
書
か
ら
、

自
然
の
運
行
を
記

し
、
種
植
の
法
か
ら
醤
薬
の
慮
方
・

畜
産
の
こ
と
に
及
び
、
そ
れ
も

「月
令
」
風
に
叙
述
し
、
故
・
寓
園
鼎
君
の
言
葉
を
か
れ
ば
、

「全
書

お
よ
そ
四
蔦
三
千
字
、
分
か
っ
て
五
巻
と
し
、
韓
例
は
ほ
ぼ

〔
後
漢

-69--

の
崖
寒
の
〕
『四
民
月
令
』
と
同
様
、月
を
逐
う
て
ま
さ
に
倣
す
べ
き

事
柄
を
列
奉
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
三
つ

の
重
要
な
相
違

支
工
り
に

「
農
家

貼
が
あ
る
。ハ
円
具
韓
的
な
農
業
技
術
を
叙
述
し
、

暦
」
の
性
質
を
象
ど

っ
て
い
る
。

O
占
卜
・
禁
忌
等
が

お
よ
そ
書

物
全
瞳
の
十
分
の
四
を
占
め
、
迷
信
的
な
部
分
が
大
い
に
護
展
し
て

い
る
。
伺
『
四
民
月
令
』
ほ
ど
に
は
濃
厚
な
地
主
経
営
の
色
彩
を
具

有
し
て
い
な
い
と
(
「
韓
那
『
四
時
纂
要
』
」
『
中
園
農
報
』
一
九
六
二

年
五
月
十
日
刊
、
三
三
ペ
ー
ジ
〉
。
ま
た
王
航
瑚
氏
も
、
「
書
中
、
占

候
に
廃
す
る
も
の
、
及
び
各
種
の
迷
信
的
な
文
字
が
、
全
書
の
篇
幅
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一
定
の

の
十
分
の
回
以
上
を
占
め
、
飲
食
烹
笹
を
談
ず
る
も
の
が
、

比
重
を
占
め
、
全
韓
を
み
る
と
、
韓
裁
は
後
の
明
代
民
間
に
流
行
し

た
「
通
警
」
(
こ
よ
み
の
類
)
に
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
。
引
用
し

た
書
も
、
半
数
以
上
は
迷
信
に
属
す
る
性
質
の
も
の
で
、
ほ
ん
と
う

の
前
代
の
農
書
は
、
寅
際
に
は
た
だ
『
斉
民
要
術
』
・
『
山
居
要

術』

・
『
保
生
月
録』

・『
地
利
組
』
等
の
数
種
だ
け
、
そ
れ
も
最
後

の
二
重
盲
は
、

農
築
書
録
』

各
々
一
候
引
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
(
『
中
園

一
九
六
四
年
改
訂
版
、

四
九
ペ
ー
ジ
ゴ

回開一

い
ま
本
書
巻
之

の
と
こ
ろ
を
播
く
と
、

ま
ず
天
文
暦

象
の
こ
と
が
出
て
、
占
卜
の

こ
と
が
長
々
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

晦
朔
占
・
歳
首
雑
占

・
月
内
雑
占

・
立
春
雑
占

・
占
月
影
・
占
雲
気

占
風
・
占
雷

・
占
雨
・
占
六
子

・
師
瞭
占

・
占
八
穀
と

入
七
行

(
毎
行
二
二
字
)
を
費
し
て
お
り
、
次
に
正
月
の
行
事
と
し
て
、
爆

竹
・
屠
蘇
、
七
日
器
用
戒
・
鬼
鳥
、
十
五
日
驚
戒
等
の
こ
と
が
十
五
行

見
え
、

つ
づ
い
て
正
月
の
禁
忌
と
し
て
、
遠
行

・
商
買

・
刑
罰

・
嫁

要
・
架
屋
・
喪
葬

・
醸
銀

・
躍
鼠
・
食
忌
等
に
閲
し
た
も
の
が
六

O

更
に
正
月
の
行
事
が
六
行
出
て
か
ら
、

行
を
占
め
、

は
じ
め
て
農

書
ら
し
い
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
守
屋
氏
の
言
葉
を
か
れ

ば
、
植
樹

・
耕
執

・
醸
造
・
跨
虫
法

・
耕
牛
法
・
治
牛
羊
疫
方
等
に

関
し
た
も
の
が
一
四
一
行
あ
っ
て
、
最
後
に
月
令
に
違
背
し
た
と
き

に
お
こ
る
災
害
の
こ
と
が
五
行
あ
っ
て
、
正
月
の
項
が
終
る
。
二
月

以
下
も
、
韓
例
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
守
屋
氏
は
こ
の
は
じ
め
の
部
分
の

占
ト
・
慣
行
・
禁
思
に
属
す
る
部
分
に
は
、
中
園
人
の
民
俗
を
知
る

た
め
に
興
味
あ
る
文
が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
有
益
で
あ
る
。
唐
・

五
代
の
こ
ろ
、
こ
の
種
の
民
俗
開
係
の
記
事
を
こ
れ
だ
け
系
統
立
て

て
豊
富
に
記
し
た
文
献
は
、
他
に
見
首
ら
な
い
よ
う
に
思
う
と
、
推

奨
さ
れ
た
(
二

0
ペ
ー
ジ
〉
。

い
っ
た
い
此
の
書
に
つ
い
て
は
、
『
宋
舎
要
輯
稿
』
食
貨
農
田
雑

録
に
、
天
稽
四
年

(HS。
)
利
州
路
輔
運
使
李
肪
の
上
奏
か
ら
し
て
、
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時
の
天
子
員
宗
は
館
閣
に
詔
し
て
、
こ
の
書
と
後
貌
の
買
思
諒
『
湾

民
要
術
』
を
校
勘
雌
印
さ
せ
、
諸
路
の
勧
農
司
に
賜
う
た
と
あ
る
。

」
の
記
事
は
、

『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
九
五
、
『
宋
禽
要
輯
稿
』
職

官
動
農
使
の
係
、
『
玉
海
』
巻
一
七
入
食
貨
農
書
の
僚
や
、
『
文
献

遁
考
』
鰹
籍
考
子
部
農
家
類
に
も
、
記
述
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の

刊
本
は
今
日
俸
わ
っ
て
い
な
い
。
明
の
葉
盛
『
茶
竹
堂
書
目
』
巻
五

農
園
、
同
じ
く
陳
第
『
世
善
堂
臓
書
目
録
』
下
各
家
六
、
同
じ
く
楊

士
奇
ら
奉
勅
撰
『
文
淵
閣
書
目
』
巻
十
五
農
固
な
ど
に
、
こ
の
書
を

著
録
し
た
が
、

・こ
れ
ら
が
上
記
の
官
版
で
あ

っ
た
か
、
一明
ら
か
で
な



ぃ
。
ま
た
故
・
松
崎
鶴
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
、
明
の
『
永
祭

大
典
』
中
に
輯
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
清
に
な
っ
て
江
西
省
部
郷

の
文
廷
式
が
、
こ
の
『
大
典
』
本
を
珍
蔵
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
の

死
後
、
そ
の
遺
族
が
こ
れ
を
貰
り
出
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
(
「
永

・
集
大
典
に
就
て
」
『
漏
出
車
』
昭
和
十
二
年
四
月
現
〉
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
、
宋
の
太
宗
至
道
二
年

9
8〉
施
元
士
口
の
家

刻
本
に
擦
っ
た
朝
鮮
本
が
、
世
に
出
た
。
そ
れ
は
、
上
記
の
員
宗
天

繕
四
年
刊
本
よ
り
足
が
け
二
十
五
年
も
早
く
上
梓
さ
れ
た
が
、
家
刻

本
だ
け
に
充
分
の
校
勘
も
さ
れ
ず
に
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
種

種
の
書
に
引
か
れ
た
文
章
と
封
比
し
て
、
誠
に
多
く
の
異
同
が
瑳
見

さ
れ
、
高
園
鼎
氏
も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

「
こ
の
影
印
本
に
は
、
頗

る
錯
字
・
脱
字
が
あ
り
、
そ
の
中
の
材
料
の
来
源
も
、

一
歩
進
め
て

核
劉
(
照
合
)
と
考
誼
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
。
こ
の
勲
、
す
で
に
守

屋
君
も
手
が
け
ら
れ
、
南
宋
の
周
守
忠
の

『養
生
月
覧
』
を
は
じ
め

と
し
て
、
二
十
種
の
書
籍
に
引
か
れ
た
本
書
引
文
を
検
討
さ
れ
、
本

書
四
一
1
l
六
八
ペ
ー
ジ
に
「
諸
書
所
見
『
四
時
纂
要
』
断
章
と
影
印

本
の
劉
照
表
」
を
示
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
十
六
種
の
書
籍
と
封
照
さ

れ
た
。
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き
て
此
の
朝
鮮
本
(
影
印
本
〉
を
見
る
ま
で
、
私
も
唐
代
農
書
と

し
て
注
目
す
べ
き
本
書
の
片
鱗
で
も
知
ら
ん
も
の
と
、
宋
の
陳
元
観

二
編
に
輯
む
)
か
ら

『歳
時
慶
記
』

四
十
巻
(
『
十
高
巻
棲
叢
書
』

十
九
章
句
と
、

守
屋
君
の
未
見
の
明
の
程
一
両
『
四
時
宜
忌
』

巻

(
『
居
家
必
備
』
巻
六
に
輯
む
)
か
ら
十
五
章
句
を
見
出
し
た
が
、

い
ず
れ
も
占
験
・
俗
信

・
家
庭
療
法
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
寅

は
が
っ
か
り
し
て
い
た
。

」
れ
ら
の
章
句
は
、
お
そ
ら
く
上
記
の
『
章
氏
月
録
』
す

な
わ
ち
唐
の
奪
行
規
『
保
生
月
録
」

の
か
。
因
み
に
『
章
氏
月
録
』
は
侠
し
て
俸
わ
ら
な
い
が
、

馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
巻
二
O
六
経
籍
考
に
、
晃
公
武

『郡

一
巻
か
ら
援
用
し
た
も

-71一

「十
二
月
に
分
か
ち
、

毎
月
の
揖

禁
讃
書
志
』
を
引
い
て
、

養
・
種
塞

・
祈
躍
の
術
を
雑
記
す
。
李
期
こ
れ
が
序
を
つ
く

る
」
と
あ
る
。

(
も
っ
と
も
『
昭
徳
先
生
郡
策
費
書
志
』
巻

十
二
農
家
類

保
生
月
録
に
は
、

最
後
の

一
句
を
閥
く
〉
。

」
れ
に
つ
い
て
は
、
『
中
園
農
皐
書
録』

一
九
六
四
年
刊
、

四
七
1
四
八
ペ
ー
ジ
を
併
着
さ
れ
た
い
。

幸
い
此
の
書
を
手
に
し
て
、
私
は
早
速
こ
の
中
か
ら
農
業
関
係
の

記
事
を
拾
い
出
す
仕
事
を
始
め
た
o
dす
る
と
、
そ
こ
に
元
の
司
農
司

撰
『
農
桑
輯
要
』
に
引
か
れ
る
『
四
時
類
要
』
の
文
章
と
一
致
す
る
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と
こ
ろ
が
、
極
め
て
多
い
こ
と
を
護
見
し
た
。
こ
の
結
、
周
藤
吉
之
博

土
が
す
で
に
「
南
宋
の
農
書
と
そ
の
性
格
」
〈
『
宋
代
経
済
史
研
究
』

一
九
六
二
年
刊
、

一
六
ペ
ー
ジ
)
で
、「
『四
時
類
要
』
は
・
:
『
四
時

纂
要
』
の
類
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
瑳
言
さ
れ
、
ま
た
王
銃

瑚
教
授
は
「
こ
の
書
は
、
金
朝
統
治
下
の
人
が
『
四
時
纂
要
』
を
基

礎
と
し
て
改
編
し
て
成
っ
た
も
の
だ
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
」
と
さ

一
O
九
ペ

ー
ジ
〉
、

れ
た
が
(
『
中
園
農
墨
書
録
』
一
九
六
四
年
刊
、

守
屋
博
士
は
『
農
桑
輯
要
』
所
引
の

『
四
時
類
要
』
の
全
部
に
つ
い

て
、
影
印
本
の
中
の
針
膝
文
を
探
さ
れ
て
、

三
O
l三
四
ペ
ー

ジ
に

一
覧
表
を
示
し
、
そ
の
「
摘
要
」
欄
で
も

っ
て

「
類
要
の
方
に
若
干

脱
字
が
多
い
」
と
か
、
「
纂
要
の
方
が
三
字
多
く
、
す
ぐ
れ
て
い
る
」

と
か
、
「
ほ
ぼ
同
文
。
類
要
に
よ
っ
て
纂
要
を

二
字
補
正
で
き
る
」

と
か
、
「
纂
要
が
若
干
す
ぐ
れ
る
が
、
類
要
に
よ

っ
て
二
字
補
足
で

き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
」
な
ど
、
列
示
さ
れ
、
「
『
農
桑
輯
要
』
を
手
が

か
り
と
し
て
見
る
限
り
で
は
、

『
四
時
類
要
』
と
『
四
時
纂
要
』
と

は
、
同
書
の
異
名
と
見
る
べ
き
公
算
が
多
い
」
と
せ
ら
れ
、
そ
し
て

「
我
々
は
、
今
後
、

『
四
時
纂
要
』
を
ひ
も
ど
く
に
嘗
っ
て
、
そ
れ

を
『
類
要
』
と
針
比
さ
せ
つ
つ
、
原
文
の
誤
脱
を
相
賞
多
く
補
正
し

う
る
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
」
と
せ
ら
る
・(
三
四
l
三
五
ベ

ー
ジ
〉
。
私
の
よ
う
に
中
閣
の
農
業
史
を
勉
強
し
て
い
る
者
に
と

っ
て
は
、

こ
の
一
覧
表
が
こ
の
上
無
く
あ
り
が
た
い
の
だ
が
、

前
述
の

諸

書
所
見
『
四
時
纂
要
』
断
章
と
影
印
本
の
封
照
表
」
と
ち
が
っ
て
、

誠
に
不
親
切
な
表
で
、
引
文
と
の
封
比
を
紋
き
、
守
屋
君
自
身
は
影

印
本
の
誤
脱
を
補
正
さ
れ
よ
う
が
、
本
書
を
繕
く
者
に
と
っ
て
は

一
々
封
比
し
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
蔦
園
鼎
氏
も
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
朝
鮮
本
は
靴
字
・

股
字
の
多
い
本
だ
け
に
、
誠
に
讃
む
の
に
苦
第
す
る
。
し
か
も
本
文

『
農
桑
輯
要
』
を
坐
右
に
お
い
て
、

一72一

(影
印
個
所
)
の
上
下
欄
が
か
な
り
の
空
白
を
も

っ
て
い
る
。
眺
め

る
本
で
は
な
く
、
こ
の
中
か
ら
準
び
と
ら
ん
と
す
る
人
た
ち
の
震
を

考
え
て
公
刊
さ
れ
る
な
ら
、
守
屋
君
が
努
力
し
て
封
校
さ
れ
た
成
果

の
主
要
な
も
の
だ
け
で
も
、
こ
の
空
白
を
利
用
し
て
、
活
字
に
組
ま

れ
た
な
ら
、
ど
ん
な
に
か
感
謝
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

右
は
さ
て
お
き
、
こ
の
朝
鮮
本
か
ら
農
業
関
係
の
記
事
を
拾
い
出

す
と
、
後
魂
の
〔
買
思
砥
〕
『
湾
民
要
術
』
、
漢
の
『
氾
勝
之
書
』
(
本

後
漢
の
屋
寒
〔
『
四
民
月
令
』
〕
の

書
に
は
「
沼
勝
室
田
」
と
あ
る
〉
、



名
で
引
用
さ
れ
た
も
の
を
護
見
す
る
と
共
に
、
自
序
に
も
あ
る
如
く

『
膏
民
一
要
術
』
の
繁
蕪
な
部
分
を
刷
っ
て
、
そ
の
文
を
挿
入
し
た
個

所
を
少
な
か
ら
ず
見
出
す
。
そ
れ
に
は
、

『
要
術
』
の
名
の
出
て
い

な
い
も
の
が
多
い
。
ま
ず
『
費
民
要
術
』
云
と
あ
る
引
文
を
、

農
業

線
合
研
究
所
で
影
印
出
版
さ
れ
た
金
津
文
庫
本
『
費
民
要
術』

三
、
依
)
や
『
四
部
叢
刊
』
に
輯
め
ら
れ
た
郵
氏
筆
碧
棲
裁
明
紗
本

『
斉
民
要
術
』
の
そ
れ
と
封
校
す
る
と
、
そ
の
引
文
は
正

(
影
印
)

確
に
引
か
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
貼
、
守
屋
氏
も
『
園
準
基
本

叢
書
』
の
『
斉
民
要
術
』
と
針
校
さ
れ
、
そ
の
旨
述
べ
ら
れ
た

(二

一
一
一
|
二
五
ペ

ー
ジ
〉
。

ち
な
み
に
解
題
、
二
四
ペ
ー
ジ
末
行
の
「
中
戊
前
魚
下

用
子

時
」
は
、
「
中
戊
前
信
用
中
時
二
升
下
戊
前
魚
下
時
」
と
す

べ
き
で
、
脱
文
が
あ
る
か
ら
補
足
し
て
お
く
。

い
ま
正
月
の
僚
で
、
栽
培
の
こ
と
を
述
べ
た
部
分
は
、
『
要
術
』
・

に
擦
っ
た
と
こ
ろ
が
津
山
出
て
来
る
。
た
と
え
ば
本
書

一
七
ペ
ー
ジ

の
「

O
種
多
瓜
、
是
月
晦
日
傍
塘
直
種
之
、
直
園
二
寸
深
五
寸
、
著

糞
種
之
、
苗
生
以
柴
引
上
靖
、
毎
日
午
後
瀧
之
」
は
、

二
種
瓜
第
十
四
に
出
て
き
て
、

「
直
固
二
尺」

『
要
術
』
巻

本
書

は

と
あ
り
、
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あ
や
ま
っ
て
コ
一
寸
」
と
し
た
も
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
尺
寸
が
後
貌
と

唐
と
で
相
違
す
る
が
(
拙
稿
「
中
園
畝
制
考
」

復
刊
第
三
輯、

『
東
亜
経
済
研
究
』

八
ペ
ー
ジ
参
照
)
、

ず
か
る
と
し
て
、
「
毎
日
午
後
濃
之
」
は
、
『
要
術
』
に
は
「
早
則
瀧

一
九
五
八
年
刊
、

そ
の
貼
は
あ

之
」
と
す
る
か
ら
、
こ
こ
に
韓
郡
の

文
章
が
出
て
く
る
。

r、、

巻

尤
も
、

『
要
術
』
巻
三
種
葵

「
種
多
瓜
」

の
次
に
の
る

「
種
葵
」
の
文
も
、

第
十
七
に

「
地
不
厭
良
、
故
境
調
善」

と
あ
る
の
に、

を
脱
し
て
「
地
不
厭
良
、
故
調
善
」

「
撞
」
の
字

(六
行
目
〉
と
し
た
の
は
、
や

は
り
『
要
術
』
を
引
レ
て
誤
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
尤
も
十
一
行
自
の

「
秋
括
、

須
倹
露
稀

(
か
わ
く
)
」

は
、
『
要
術
』
の
「
凡
指
必
待

露
解
」
に
封
躍
し
、
「
時
」

の
方
が
文
字
と
し
て
雅
だ
と
い
う
感

が
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
葵
の
記
事
に
は
、
『
要
術
』
に
み
え
な

qa 
n
t
 

い
文
字
も
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
「
晦
日
種
之
。
神
仙
種
法
、
臨
種

必
須
乾
除
子
、
其
子
千
歳
不
喝
」
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ

の
段
『
要
術
』
は
、
「
臨
種
時
必
燥
曝
葵
子
」
と
あ
っ
て
、
爽
注
に

「葵
子
難
鰹
歳
不
泡。

然
濃
種
者
済
而
不
肥
也
」
と
み
え
、
む
し
ろ

『
要
術
』

の
方
が
科
拳
的
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
「
深
掘
、
以
熟
糞

和
中
半
」
と

『纂
要
』
は
誌
す
が
、
こ
こ
は
『
要
術
』
に
「
深
掘
以

熟
糞
封
宇
和
土
覆
其
上
、
令
厚
一
寸
」
と
あ
っ
て
、
よ
り

ハ
ッ
キ
リ

し
て
い
る
。
さ
ら
に
潰
水
す
る
程
度
が
、

『
要
術
』
で
は

「
下
水
令
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徹
津
、
水
量
下
葵
子
」

渉
、
下
葵
子
」

『
纂
要
』

』主

「
下
水
令
徴
課

と
あ
る
が
、

「る
下
水。次
加の
糞行
」
r、
と十
正行
し目
く)

出のこ
て干れ

区4.も
。力日 『

糞聖
」初U
L包

の
方
に
軍
配
が
あ
が

と
す
る
。

『
要
術
』

』主

t主

と
こ
ろ
で
、

も
一
つ

術
』
に
み
え
ぬ
文
が
、
最
後
に
出
て
く
る
。
日
く
「
若
以
穣
草
(
わ

ら
)
蓋
、
経
多
牧
子
、
謂
之
多
葵
子
、
入
薬
用
」
と
。
か
く
見
て
来

る
と
、
韓
那
の
文
か
ら
殆
ん
ど
新
し
い
事
買
が
出
て
来
な
い
。
別
言

す
れ
ば
、
約
四
百
年
の
聞
に
お
こ
っ
た
多
瓜
や
葵
の
栽
培
上
の
進
歩

が
、
殆
ん
ど
見
出
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
私
は
九
こ
の
書
に
み
ら
れ
る
稲
と
褒
の
二
つ
を
採
り
上
げ

て

『
湾
民
要
術
』

稲
作
に
つ
い
て

の
記
載
と
較
べ
て
み
よ
う
。

は
、
私
は
す
で
に
拙
著
『
中
園
農
業
史
研
究
』
二

O
六
|
一
二

0
ペ

ー
ジ
で
、
こ
れ
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
月
の
「
種

早
稲
」
お
よ
び
五
月
の
「
栽
早
稲
」
の
文
章
(
三
七
|
三
八
ペ
ー
ジ

及
び
八
八
ペ
ー
ジ
)
は
、

『
要
術
』
巻
二
皐
稲
第
十
二
に
擦
っ
た
こ

と
は
、
雨
書
を
封
比
す
れ
ば
明
ら
か
で
、
し
か
も
『
要
術
』
の
皐
稲

×
 

(
お
か
ぼ
〉
が
、
こ
こ
で
は
「
早
稲
L

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
韓
町
郁

そ
の
人
か
、
そ
れ
と
も
朝
鮮
本
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
三
月
の

「種
水
稲
」
の
文
は
、

『
要
術
』
各
二
水
稲
第
十

一と、

そ
の
中
に

引
か
れ
た
峯
寒
『
四
民
月
令
』
の
文
を
綴
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
L

」
と
は
、
守
屋
君
も
設
か
れ
て
い
る

(
二
八
ペ
ー
ジ
)
。

従
っ
て
、

「事
、
稲
作
に
閲
す
る
限
り
、

『
四
時
纂
要
』
に
は
華
中

・
華
南
の

要

ユ
ニ
ー
ク
な
記
事
は
見
嘗
ら
な
い
」
と
、
守
屋
君
も
承
認
さ
れ
た
。

た
だ
此
の
文
中
、
金
津
文
庫
本
も
四
部
叢
刊
本
も
と
も
に
、

寒
早
種
慮
時
晩
即
不
漬
種
恐
牙
焦
也
」

「
若
歳

と
あ
る
爽
注
の
文
章
の

「
早
」
は
、
こ
の
『
纂
要
』
に
よ
っ
て
「
皐
」
の
誤
り
な
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
「
す
な
わ
ち
『
纂
要
』
は
、
「
若
歳
皐
、
慮
-
一
時
晩
「
卸
勿

浸
種
。
恐
芽
焦
不
生
。
若
春
有
雨
、
依
此
種
、
叉
勝
部
者
。
L

と
し

て
い
る
。
尤
も
こ
れ
は
私
の
意
見
で
、
西
山
武
一
君
の
邦
語
に
も
、

-74一

ま
た
石
盤
漢
君
の
『
今
緯
』
に
も
、
採
り
上
げ
ら
れ
て
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
。

次
に
萎
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
正
月
に
「
鋤
姿
。
再
週
魚
良
。
叉
種

春
委

L

2
六
ペ
ー
ジ
)
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
要
術
』
巻
二
大
小

婆
第
十
に
、
「
正
月
三
月
第
市
鋤
之
。
三
月

・
四
月
鋒
市
更
鋤
」
と

あ
り
、
そ
の
爽
注
に

「
鋤
安
倍
枚
、
皮
薄
麺
多
、
而
鋒
第
鋤
各
待
再

週
矯
良
也
」
と
み
え
、
移
り
に
近
い
と
こ
ろ
に
「
星
寒
日
、
:
:
:
正

月
可
種
春
委
・
碑
豆
、
壷
二
月
止
」
と
『
四
民
月
令
』
が
引
か
れ
て

い
る
か
ら
、
こ
の
文
に
は
新
し
い
も
の
は
出
て
来
な
い
。

四
月
の



「
貯
委
種
。
要
術
云
、
是
月
揮
大
小
委
熟
稽
、
曝
乾
、
白
支
雑
之
。

大
約
安
一
石
、
支
一
把
、
競
以
瓦
器
、
順
時
種
之
、
則
牧
倍
於
常
」

(
七
四
ペ
ー
ジ
)
の
『
要
術
』
云
の
下
の
十
四
字
は
、
『
湾
民
要
術
』

に
は
見
え
ぬ
が
、
次
の
安
一
石
以
下
の
文
は
、

『
要
術
』
牧
種
第
二

に
『
氾
勝
之
書
一
』
日
と
し
て
引
く
と
こ
ろ
。
し
か
も
そ
れ
に
は
、
瓦

器
の
下
に
「
竹
器
」
の
二
字
が
加
わ
っ
て
い
る
。
且
又
そ
こ
に
は
、

「
取
委
種
、
候
熟
可
穫
、
揮
穂
大
彊
者
、
斬
、
東
立
場
中
之
官
同
燥

慮
。
曝
使
極
燥
。
無
令
有
白
魚
。
有
執
揚
治
之
。
取
乾
支
雑
臓
之
」

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
僚
も
漢
の
氾
勝
之
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
守
屋
君
は
、
こ
の
『
要
術
』
を
以
て
王
畏
の
『
山
居
要
術
』

か
ら
の
引
用
文
だ
ろ
う
と
さ
れ
た
が

っ
こ
|
二
二
ペ

ー
ジ
)
、
氏

は
大
小
委
第
十
の
み
あ
た
っ
て
、
巻
一
牧
種
第
二
を
見
落
と
さ
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
二
六
ペ
ー
ジ
の
そ
れ
も
『
湾
民
要
術
』
巻
六
養
羊
第

五
十
七
に
、

一
一
一
ペ
ー
ジ
の
そ
れ
は
巻
入
作
鼓
第
七
十

一
五
三
ペ
ー
ジ
の
そ
れ
は
巻
一
種
穀
第
三
の
『
氾
勝
之

書
』
の
も
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
擦
っ
た
と
、
私
は
想
定
し
て
い
る
。
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五
月
の
「
膜
奏
地
」
の
「
是
月
不
嘆
而
種
、
則
寡
笑
。
同
六
月
」

『
要
術
』
の
「
大
小
委
皆
須
五
月
・
六
月
嘆

(
入
四
ペ
ー
ジ
)
も
、

地
(
不
嘆
地
而
種
者
、
其
牧
倍
薄
)
」
に
撮
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
だ

(
カ
ッ
コ
内
は
爽
注
で
あ
る
)
。
六
月
の
「
熱
大
小
姿
。
今
年
牧
者
、

於
此
月
取
、
至
清
漕
日
掃
庭
除
、
候
地
毒
熱
、
衆
手
出
婆
薄
灘
、
取

至
未
時
及
熱
枚
、
可
以
二
年
不
蛙
。
若
有

蒼
耳
砕
到
、
和
排
噴
之
、

陳
姿
、
亦
須
此
法
更
瞬
、
須
在
立
秋
前
。
秋
後
則
己
有
識
生
、
恐
無

盆
失
。
斉
民
要
術
云
、
宜
以
富
国
替
、
則
不
蛙
」

(
九
八
|
九
九
ベ

ー
ジ
)
は
、
注
目
に
値
す
る
文
章
で
あ
る
。
移
り
に
引
か
れ
た
『
費

民
要
術
』
云
は
、
大
小
委
第
十
に
「
今
立
秋
前
治
詑
〈
立
秋
後
則
議

生
〉
、
膏
支
箪
盛
之
良
(
以
蕎
支
蔽
容
埋
之
亦
佳
。

必
須

日
曝
令
乾
及
熱
埋
之
)
」
の
爽
注
の
文
に
擦
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
従

筈
褒
法
、
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っ
て
「
圃
容
」
は
、
「
蔽
容
」
が
正
し
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
段
の
牧
褒
後
、
晴
れ
た
日
に
褒
を
地
面
に
ひ
ろ

げ
、
蒼
耳
(
オ
ナ
モ
ミ
)
を
碑
到
し
て
、
持
ぜ
て
よ
く
嘱
し
、
熱
気

を
含
む
の
を
牧
貯
す
れ
ば
、
二
年
は
蛙
が
つ
か
ぬ
と
の
貯
蔵
法
は
、

私
の
知
る
限
り
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
尤
も
晒
乾
熱
臓
の
こ
と

は
、
後
漢
の
王
充
『
論
衡
』
商
議
篇
に
、
「
戴
宿
姿
之
種
、
烈
日
乾

暴
、
投
於
燥
器
、
則
姦
不
生
」
云
々
と
あ
る
し
、

上
述
の
前
漢
の

『
氾
勝
之
書
』
に
も
、
曝
燥
す
る
と
あ
り
、
さ
ら
に
乾
い
た
支
を
搾

ぜ
て
防
識
の
措
置
を
敢
え
て
い
る
勺
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い
ま
韓
那
の
し
る
す
「
蒼
耳
」
の
こ
と
は
、
そ
の
後
、
元
の
魯
明

善
『
農
桑
衣
食
撮
要
』
六
月
噴
小
褒
の
僚
に
「
宜
三
伏
日
嘱
極
乾

方
牧
。
用
蒼
耳
・
錬
審
問
牧
之
」

明
の

Am貞
木
『
種
樹

書
』
に
は
「
嘱
褒
之
法
、
宜
烈
日
之
中
、
乗
熱
市
牧
。
伯
用
蒼
耳
葉

則
菟
化
蛾
」
と
あ
り
、

或
腕
葉
、
碍
雑
其
中
、

と
し
て
、

後
代
に
縫
承
さ
れ

た
。
な
お
元
の
『
農
桑
輯
要
』
巻
二
大
小
委
で
は
、
『
四
時
類
要
』

の
名
で
之
を
引
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
八
月
の
「
種
大
姿
。
此
月
中
戊
吐
前
並
上
時
、
毎
畝
用
子

二
升
字
。
下
戊
前
矯
中
時
、
毎
畝
用
子
三
升
。
下
旬
及
九
月
初
信
用
下

時
、
毎
畝
用
子
三
升
牢
」
も
、

『
要
術
』
大
小
変
第
十
に
み
え
、
「
並

上
時
」
は
正
し
く
「
潟
上
時
」
と
あ
り
、

「
郷
者
畝
用
子
二
升
牟
」

と
爽
さ
れ
、
明
瞭
に
播
種
の
法
と
し
て
「
櫛
」
が
出
て
く
る
。
な
お

八
月
末
九
月
初
の
場
合
に
は
「
周
子
三
升
牢
或
四
升
」
と
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
次
の
「
種
小
褒
」
で
は
、

「
宜
下
回
。
湾
民
要
術
歌

去
、
高
田
種
小
奏
、
終
久
不
成
穏
。
男
児
在
他
郷
、
那
得
不
憶
障
」

『
要
術
』
大
小
褒
第
十
の

「
歌
日
」
と
あ
る
の
を
引
い
た
も
の
だ
が
、
『
要
術
』
に
は
「
終
久
」

ま
で
は
、

「
小
褒
宜
下
回
」

の
爽
注
に

を
「
橡
穆
」
と
し
て
い
る
。
『
纂
要
』
は
、
つ
づ
い
て
「
上
戊
前
魚

上
時
、
種
者
一
畝
用
子
一
升
字
。
中
戊
前
震
中
時
、
一
畝
二
升
。
下

戊
前
震
下
時
、

‘ぇ、

一
畝
二
升
牢
」
と
あ
り
、
『
要
術
』

「
八
月
上
戊
祉
前
震
上
時
。
(
榔
者
用
子
一
升
牢
)
」
云
々
と
し

」
れ
又

み

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
と
に
『
纂
要
』
は
、

「
此
月
初
相
手

十
日
而
用
種
、
便
相
違
如
此
。
力
団
者
得
不
務
及
時
」
と
し
て
い
る

の
は
、
韓
郭
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

つ
や
つ
い
て
『
纂
要
』
は
、

潰
変
種
。
若
天
皐
無
雨
淳
、
以
酷
衆
水
弁
建
矢
、
薄
漬
褒
種
、

夜
中
十
漬
露
却
向
辰
速
牧
之
、
令
褒
耐
阜
。
若
褒
生
色
賞
者
、
傷
折

太
調
。
調
者
鋤
令
稀
。
以
材
料
柴
穣
之
、
以
擁
婆
根
、
則
褒
茂
。
大
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小
委
皆
須
五
六
月
嘆
地
。
不
嘆
牧
必
薄
。

と
す
る
。
こ
れ
は
『
要
術
』
に
引
く
『
氾
勝
之
書
』
の
「
若
天
皐
・
:

・
:
以
墾
泰
一
根
」
の
六
八
字
か
ら
と
っ
た
も
の
。
そ
し
て
「
嘆
地
」
の
こ

と
は
、
『
要
術
』
の
文
で
あ
り
、
そ
れ
は
既
に
五
月
の
僚
に
ち
ょ
っ
と

出
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『
纂
要
』
の
漬
褒
種
は
、

『
要
術
』
に
引
く
と
こ
ろ
は
、

『
氾
勝
之
書
』
の

文
に
擦
っ
た
が
、

よ
り
詳
細
明
瞭
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
『
纂
要
』
の
「
夜
牢
漬
露
却
向
辰
速
牧
之
、
令
褒

耐
皐
」
は
ハ
ッ
キ
リ
せ
ず
、

こ
こ
は
『
要
術
』
に
「
夜
半
潰
向
長
速

投
之
、
令
輿
白
露
倶
下
。
酢
紫
令
官
女
耐
皐
、
彊
矢
令
褒
忍
寒
」
と
あ

る
。
尤
も
こ
こ
の
「
速
投
之
」
は
、
『
纂
要
』
の
「
速
牧
之
」
ー
の
方



が
よ
い
が
、
そ
の
あ
と
の
「
傷
折
太
調
」
の
「
折
」
は
『
要
術
』
の

「
於
」
、
「
擁
褒
根
」
の
「
擁
」
は
『
要
術
』
の

「
墾
」
に
従
う
べ
き

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
撰
者
が
と
り
あ
げ
た
地
域
に
つ
い
て
、
守
屋
氏
も

セ
ー
一
一
九
ペ
ー
ジ
で
論
ぜ
ら
れ
、
こ
の
書
に
輯
め
ら
れ
た
種
々
の
記

事
が
、
華
中
・
・
南
の
生
活
の
賞
際
を
ど
こ
ま
で
反
映
す
る
も
の
か
、

今
後
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
だ
と
、
慎
重
な
護
言
を
さ
れ
た
。
こ
れ
に

劉
し
、
高
園
鼎
氏
は
「
書
中
に
説
く
と
こ
ろ
の
農
事
は
、
主
と
し
て

北
方
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
篠
田
統
博
士
は
五
月
の

「

耀

襲

名

四

神

丹

」

「

嬉

」

す

な

わ

(
入
二
ペ
ー
ジ
)
か
ら
し
て
、

ち
マ
ラ
リ
ヤ
は
、
華
北
が
華
中
よ
り
一
カ
月
早
く
出
る
。
従
っ
て
こ

の
記
事
か
ら
み
て
、
華
北
的
な
も
の
が
多
い
と
み
ら
れ
る
と
、
我
々

に
教
え
ら
れ
た
(
京
都
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
技
術
史
研
究
舎
に

て
)
。
私
も
亦
、

」
れ
ら
諸
氏
に
同
調
し
、
主
と
し
て
華
北
が
劃
象

に
な
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
は
褒
の
記
事
が
稲
の
そ
れ

よ
り
豊
富
で
あ
る
の
も
、
一
つ
の
傍
誼
と
な
ろ
う
。
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先
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
.書
に
は
誤
字
・
脱
字
が
多
く
、

最
初
の

ベ
l
ジ
七
行
自
の

と
え
ば
初
め
に
あ
る
序
を
み
て
も
、

×
 

・
「
陸
」
は
「
隣
」
と
す
べ
き
も
の
、
同
じ
く
十
一
行
自
に
は
一
字
股

x
 

し
て
お
り
、

次
の
ベ

l
ジ
三
行
自
の

「
編
閲
」
は
「
偏
閲
L

、四
行
目

×

×

 

の
「
沼
勝
」
は
「
氾
勝
」
、
五
行
目
の
「
簡
閲
」
は
「
筒
依
」
の
誤
か

と
思
う
し
、
七
行
自
に
二
字
、
入
行
目
に

一
字
を
脱
し
て
い
る
。

x
 

本
文
で
気
づ

い
た
誤
字
で
は
、

一ペ

ー
ジ
七
行
自
の

「
宋
賎
」

は

×

-

「
米
賎
」
、
九
ペ
ー
ジ
六
行
自
の
「
理
敗
履
」

は
「
埋
敗
履し
、同
じ
く

×

×

 

十
一
行
自
の
「
抜
狗
耳
」
は
「
摸
狗
耳
」
、
十
ペ
ー
ジ
七
行
目
の

「編

×
 

叙
」
は
「
偏
叙
L

、
十
八
ペ
ー
ジ
十
一
行
目
の
「
牛
寸
」
は

「宇
寸」、

×
 

二
一
ペ
ー
ジ

一
行
自
の
「
巳
来
」
は

「己
上
」
、
二
五
ペ
ー
ジ
三
行
目

×
 

の
「
毛
不
用
至
地
」
は

「
尾
不
用
至
地
」
、
三
四
ペ
ー
ジ
十

一
行
自
の

×

×

 

「
斬
草
」
は
「
斬
衰
」
、
三
六
ペ
ー
ジ
十

一
行
自
の
「
入
米
」
は
「
八

×
 

米
」
、
三
八
ペ
ー
ジ
四
行
自
の
「
就
土
」
は

「
燥
土
」
、
同
じ
く
七
行

×

×

 

自
の
「
廻
」
は

「迫
」
、
三
七
ペ
ー
ジ
十
行
冒
の
「
再
鋤
撤
回
」
は
「
再

×
 

鋤
労
」
、
同
じ
く
十
一
行
自
の
「
如
概
者
L

は
「
如
概
者
」
、
一
一一
八

×
 

ベ
l
ジ
十
一
行
自
の
「
空
曳
務
」
は
「
空
曳
勢
」、

三
九
ペ

ー
ジ
一

一77-

?こ

行
自
の
「
不
過
三
週
」
は
「
鋤
不
過
三
遁
」
、
四
三
ペ
ー
ジ
十

一
行

×

×

 

自
の
「
賞
警
」
は
「
黄
精
」
、
四
四
ペ
ー
ジ
三
行
自
の
「
番
種
」
は

×
 

四
五
ペ
ー
ジ
十
行
自
の
「
左
者
L

は
「
左
右
L

、
四
六

「
糞
種
」
、
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×
 

ベ

l
ジ
四
行
自
の
「
種
一
方
」
は
「
種
一
子
」
、
玉
三
ペ
ー
ジ
入
行

×

x
 

自
の
「
下
」
は
「
底
」
、
五
四
ペ
ー
ジ
七
行
自
の
「
炊
L

は
「
扶
」
、

×
 

七
三
ペ
ー
ジ
二
行
自
の
「
責
花
」
は
「
桑
花
」
、
七
六
ペ
ー
ジ
六
行

×

ー

×

目
の
「
正
屋
漏
」
は
「
整
屋
漏
」
、
八
八
ペ
ー
ジ
三
行
自
の

「
早
稲
」

×
 

は
「
早
稲
」
、
同
じ
く
七
行
自
の
「
紳
日
」
は
「
及
辰
日
」
、
九
二

ペ
ー
ジ
六
行
自
の
空
格
二
字
は

「
富
血
貝
」
、
九
三
ペ

ー
ジ

一
行
自
の

×

×
 

「
斬
草
」
は
「
斬
衰
」
、
九
四
ペ
ー
ジ
六
行
自
の

「
食
之
幹
悪
」
は

x
 

「
食
之
僻
悪
」
、
九
六
ペ

ー
ジ
十
行
目
の
「
三
王
寸
」
は
「
三
五
寸
L

、

x
 

九
九
ペ
ー
ジ
三
行
自
の
「
園
警
」
は
「
蔽
窪
田
L

、
同
四
行
自
の
「
沙

×
 
轄
地
」
は
「
沙
頼
地
」
、
同
九
行
自
の
「
如
人
樫
」
は
「
温
如
人
僅
」
、

×

×
 

同
十
行
自
の
「
責
」
は
「
糞
衣
」
、
同
十
一
行
自
の
「
大
課
:
:
:
大

×
 

乾
」
は
「
太
浪
:
:
:
太
乾
」
、
一

0
0ペ
ー
ジ
三
行
自
の
「
大
気
」

×
 

は
「
火
気
」
、
一

O
一
ペ
ー
ジ
一
行
自
の
「
末
深
」
は
「
未
深
」
、

x
 

一
O
九
ペ
ー
ジ
五
行
自
の
「
潜
」
は
「
傍
」
、

×
 

自
の
「
園
壷
」
は
「
圃
室
昔
、

一
一
七
ペ
ー
ジ
五
行

×
 

一
二
二
ペ
ー
ジ
五
行
自
の
「
並
上
時
」

x
 

一二

三
ペ

ー
ジ
二
行
自
の

「
傷
折
」
は
「
傷
於
」
、

×
 

二
云
一

ペ
ー
ジ
三
行
自
の
「
斬
草
」
は
「
斬
衰
」、

×
 

四
行
自
の
「
再
務
」
は
「
再
第
」
、

は
「
魚
上
時
」
、

紗
羅
」
は
「
食
紗
羅
」
、

ノ、

七
d、、

ジ公
四 ハ-........ 
行 l
目 ジ

の七一
「行ニ
濃×目四
水のベ
L --， 1 

は重量×ジ

「
膿
水
」、

×
 

一
七
一
ペ
ー
ジ
二
行
目
の
「
糞
」
は
「
翼
」
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。

な
お
一
つ
、
こ
の
朝
鮮
本
に
は
、
明
ら
か
に
後
代
の
人
の
携
入
し

法
」
の
一
文
で

三
月
の
僚
、

(
六
四

l
六
五
ペ

ー
ジ
)
、

「
種
木
綿

た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、

末
尾
の

こ
れ
を
守
屋
君
に
俸
え

た
と
こ
ろ
、
天
野
の
謹
言
は
、
「
技
術
史
研
究
の
立
場
か
ら
の
指
摘

で
あ
る
が
、
書
物
の
櫨
例
か
ら
考
え
て
も
、
四
時
纂
要
の
他
の
月
の

殆
ん
ど
が
、
そ
の
末
尾
に
、
そ
の
月
に
、
別
の
月
の
時
令
を
賓
施
し

い
か
な
る
災
摘
が
起
る
か
を
書
い
て
結
び
と
し
て
い
る
の

に
、
こ
の
三
月
の
部
と
正
広
・
十
二
月
の
部
分
だ
け
が
、
蛇
足
の
よ

た
ら
、
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う
に
別
性
質
の
記
事
を
添
え
て
い
る
の
も
、
疑
問
と
い
え
ば
疑
問
で

あ
る
」
と
、
解
題
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
た
(
三
八
ペ
ー
ジ
)
。

」
こ
で
ま
た
、
高
園
鼎
氏
の
見
解
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
氏
は
い

う

「
種
木
綿
法
は
、

と
く
に
人
の
注
意
を
惹
く
。
唐
の
時
代
に
雨

贋
・
雲
南
・
四
川
で
は
、
既
に
棉
を
う
え
布
に
織
っ
て
い
た
が
、
北

方
で
は
ま
だ
棉
花
は
無
か
っ
た
。
此
の
僚
は
、

ま
た
三
月
の
最
後
に

お
か
れ
た
一
候
で
あ
っ
て
、

一
般
の
排
列
の
順
序
と
合
わ
な
い
か

J

り
、
の
ち
に
添
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
元
・
明
の

書
物
に
は
、
す
で
に
木
棉
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
ま
だ
木



綿
と
誌
さ
れ
、
説
く
と
こ
ろ
の
栽
培
技
術
も
『
農
桑
輯
要
』
の
水
準

に
比
し
て
低
く
、
か
つ
ま
た
言
う
と
こ
ろ
の
七
月
十
五
日
に
木
綿
の

回
の
四
隅
で
鑓
(
ど
ら
)
を
打
ち
〔
掴
金
縛
〕
、
終
日
角
(
つ

の
ぶ

え
〉
を
吹
け
ば
、
桃
(
み
わ
た
|
「
青
桃
」
)
は
お
ち
な
い
と
の
此
の

迷
信
説
法
は
、
そ
れ
こ
そ
此
の
書
の
迷
信
の
精
神
と
一
貫
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
叉
、
こ
れ
は
後
人
の
加
入
し
た
も
の

で
無
い
よ
う
で
も
あ
り
、
少
な
く
と
も
北
宋
初
年
の
刻
本
に
は
、
す

で
に
此
の
僚
が
あ
っ
た
」
と
。
こ
れ
は
、

高
氏
が
『
中
園
農
報
』

九
六
二
年
五
月
十
日
刊
に
「
農
史
文
献
簡
介
」
と
し
て
「
韓
都

『四

時
纂
要
』
」
に
震
表
さ
れ
た
も
の
。
故
人
と
な

っ
て
の
ち
、
南
京
農

同
月
干
院
中
園
農
業
遺
産
研
究
所
か
ら
、
氏
が
『
中
園
農
報
』
に
書
き
残

さ
れ
た
十
二
篇
の
古
農
書
簡
介
を
纏
め
て
、
送
り
届
け
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
こ
に
寓
氏
の
遺
稿
を
紹
介
し

つ
つ
、
再
曾
の
機
が
も
て
な

く
な
っ
た
氏
の
冥
一
帽
を
祈
り
た
い
。

さ
て
本
書
は
、
こ
う
し
た
誤
字
・
脆
字
や
後
人
の
撞
ス
に
か
か
る
も

の
を
見
出
す
け
れ
ど
も
、
守
屋
君
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
か
ら

他
書
の
誤
り
を
た
だ
す
役
割
も
は
た
し
て
く
れ
る
。

た
と
え
ば
『
費

205 

民
要
術
』
に
例
を
と
る
と
、
巻
一
種
航
第
八
で
腕
を
福
す
る
篠
の
注

「
大
欄
則
不
任
」
と
あ
る
が
、
本
書
五
月
の
「
温
蹴
」

で
あ
る
が
、

に
は
「
過
燭
則
不
任
持
」
と
出
て
く
る
(
八
九
ペ
ー
ジ
)
。
ま
た
巻

牧
種
第
二
に
「
氾
勝
之
術
日
、

牽
馬
、
令
就
穀
堆
食
数
口
、
以
馬
践

過
魚
種
、
無
好
妨
等
最
也
」

(
『
農
桑
輯
要
』
所
引
に
よ
る
〉
と
あ
る

が
、
本
書
九
月
の
「
跨
好
肪
姦
法
」
に
は
「
凡
五
穀
種
、

牽
馬
、
就

穀
堆
食
数
日
、
以
馬
残
魚
種
、
無
好
妨
姦
」
と
あ
り
、
馬
の
践
ん
だ

も
の
を
種
子
と
す
る
と
い
う
よ
り
、
馬
の
残
(
喰
い
残
し
〉
を
種
子

と
す
る
と
い
う
方
が、

よ
さ
そ
う
に
思
え
る。

四

最
後
に
、

如
何
に
評
債
さ
れ
る
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本
書
が
唐
代
の
農
書
と
し
て
、

か
。
私
は
本
書
の
な
か
か
ら
、
若
干
の
史
料
を
拾
い
出
し
、

以
て
本

書
を
世
に
示
さ
れ
た
山
本
書
庖
主
山
本
敬
太
郎
氏
な
ら
び
に
大
阪
大

準
教
授
守
屋
美
都
雄
博
士
の
功
績
に
劃
し
、
敬
意
を
表
し
た
い
。

い
っ
た
い
唐
代
二
九

0
年
間
官
民
1
8
3
に
撰
述
さ
れ
た
農
書

と
し
て
は
、

則
天
武
后
の
『
兆
人
(
民
)
本
業
』
三
巻
(
霊
扶
二
年

(
∞
∞
⑦
撰
)
は
、
宋
の
王
尭
臣
ら
撰

『
崇
文
総
目
』
巻
三
に
よ
れ

ば
、
「
農
俗
四
時
種
蒔
之
法
、
凡
八
十
事
」
と
あ
り

(
宋
の
王
慮
麟

『
困
皐
紀
聞
』
巻
五
に
み
ゆ
)
。

李
淳
風
〈
快
西
長
安
蘇
の
人
〉
の

は
、
『
文
献
通
考』

経
籍
考
に
よ
れ
ば
、

『
演
賢
人
(
民
)
要
術』
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「
李
淳
風
が
嘗
っ
て
買
思
硯
の
『
斉
民
要
術
』

を
演

(
布
街
〉

た
」
と
あ
り
、

ま
た
王
畏
の
『
山
居
要
術
』
三
巻
、
奪
行
規
の
『
保

生
月
録
』

巻

王
従
篠
の
『
農
家
事
略
』
六
巻
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
(
王
銃
瑚
『
中
園
農
民
平
書
録
』

一
九
六
四
年
刊
、

九
l
四

O
、

四
七
|
四
八
、

五
一
ペ
ー
ジ
〉
が
、

い
ず
れ
も
み
な
侠
亡
し
て
博
わ

っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
韓
郭
の
『
四
時
纂
要
』
こ
そ
、

唐
代
の
農
書
と
し
て
、
先
ず
以
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
書
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
守
屋
君
の
指
摘
さ
れ
た

よ
う
に
、
二
十
三
種
の
書
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
が
、
農
業
に
闘

す
る
も
の
で
は
、
主
と
し
て
『
氾
勝
之
書
』

・
『
四
民
月
令
』
・
『
斉
民

要
術
』
等
と
い

っ
た
数
部
の
農
書
か
ら
採
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
上
の

二
書
は
『
要
術
』
に
引
か
れ
て
い
る
か
ら
、
官
同
園
鼎
氏
も
い
わ
れ
る

よ
う
に
、

「
こ
の
書
の
農
業
技
術
の
部
分
は
、
主
と
し
て

『
湾
民
要

術
』
か
ら
引
か
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
文
字
は
、
頗
る
改
動
さ
れ
て

い
る
」
。
こ
の
貼
、
私
も
先
に
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
私
の
狭
い
理
解

と
く
に
本
蓄
で
特
記
す
べ
き
農
業
事
項
の
若
干
を
拾
い

の
範
圏
で
、

出
す
と
、
正
月
の
僚
で
、

(
つ
ぎ
木
)
の
三
四
三
字
(
一

「
接
樹
」

八

l
一
九
ペ
ー
ジ
)
が
あ
る
。

」
れ
は
m

宋
の
呉
惇
『
種
襲
必
用
』

(
胡
道
静
校
註
本
、

r 

し

一
九
六
三
年
刊
〉
の
一
九
六
篠
(
五
四
|
五
五
ペ
ー
ジ
)
に
]

全
文
引
か
れ
て
お
り
、
互
い
に
照
合
し
て
、
正
誤
が
護
見
さ

れ
る
。
た
と
え
ば
『
纂
要
』
一
八
l
一
九
ペ
ー
ジ
の
「
別
取

本
色
樹
皮
一
片
、
間
半
寸
」
云
々
は
、
『
必
用
』
で
は
「
別

取
本
色
樹
皮
一
片
、
長
尺
除
、
閲
三
二
分
」
云
々
と
出
て
く

る

ま
た
「
雑
種
L

の
な
か
に
「
蕎
被
」
が
見
出
さ
れ
る

(
一
九
ベ
l

ジ)。

こ
の
「
雑
種
L

の
全
文
(
二

O
字
)
も
、

篠
(
一
九
ペ
ー
ジ
)
に
そ
の
ま
ま
引
か
れ
て
い
る
。
『
必
用
』
一
一
一

A
U
 
。。

ま
た
「
棟
耕
牛
法
」

(
二
四
|
二
五
ペ
ー
ジ
)
・
「
治
牛
疫
方
」

'" 

五
ペ
ー
ジ
〉
・
「
牧
誤
種
」

(
二
八
ベ

合
一
六
ペ

ー
ジ
)
・
「
貯
羊
糞
」

『
斉
民
要
術
』
巻
六
養
牛
馬
臨
牒
第
五

ー
ジ
)
の
僚
の
な
か
に
は
、

十
六
・
養
羊
第
五
十
七
に
見
出
せ
ぬ
文
章
が
出
て
く
る
。

二
月
の
僚
で
は
、

「
種
盆
」

(
七
八
字
。
三
九
l
四

0
ペ
ー
ジ
)

が
、
韓
郭
の
筆
に
か
か
る
も
の
か
。
『
要
術
』
も
高
畦
に
し
、
潅
水
・

施
肥

さ
ら
に
中
耕
の
こ
と
を
誌
し
て
い
る
が
、
最
初
の
つ
み
と
っ

‘た
主
は
棄
て
て
、
主
人
は
食
う
な
と
す
る
貼
、
本
書
に
一
貫
す
る
俗

信
が
こ
こ
に
も
窺
わ
れ
る
。



こ
れ
も
、

「
種
襲
必
用
』
四
二
候
(
二
三
ペ
ー
ジ
)
に
若

干
の
省
略
が
あ
る
が
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。

一吉
い
忘
れ
た
が
、

」
の
書
に
は
、
韓
郭
の
名
も
、

『
四
時
纂
要
』
の
書
名
も
見

出
せ
な
い
け
れ
ど
。

ま
た
「
種
著
預
」

(
四
O
l
四

一ペ

ー
ジ
)
で
、
唐
の
王
畏
『
山
居

要
術
』
と
撰
者
不
詳
『
地
利
鰹
』
が
引
用
さ
れ
、
次
の
寸
造
署
遊
間
粉

法
ι
も
新
し
く
見
ら
れ
、

「叉
」
一と
し
て
撰
者
不
詳
『
方
山
厨
録
』

の
文
が
出
て
く
る
。

ち
な
み
に
『
山
居
要
術
』
か
ら
の
引
文
は
、
こ
こ
だ
け
で

な
く
、

四
五
ペ
ー
ジ
の

二
0
ペ
ー
ジ
の

「種
園
簸
」、

た
ん
に
『
要
術
』
と
あ
っ
て
今
日
の

『
湾
民
要
術
』
に
見
え
な
い
部
分
(
例
え
ば
一
二
七
ペ
ー
ジ

「
種
蔓
脊
」
に
も
出、

の
「
牧
地
黄
」
|
|
『
要
術
』
巻
五
伐
木
第
五
十
五
の
種
地

黄
法
と
異
な
る
1

1

「
牧
牛
膝
子
」
、

一二
八
ペ
ー
ジ
の

一
六
八
ペ
ー
ジ
の
「
喜
田
L
)

は

恐
ら
く

『
山
居
要
術
』

め
文
で
あ
ろ
う
。

尤
も
こ
の
書
は
、
亡
侠
の
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
明
の
陳
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王
政
『
山
居
要
述
』

と
著
録
さ
れ

τい
る
か
ら
、
明
の
寓
暦
ご
ろ
に
は
ま
だ
存
在

第
『
世
善
堂
議
書
目
録
』
農
園
類
に
、

し
て
い
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
「
種
大
胡
重
」
の
一
九

O
字
(
四
五
|
四
六
ペ
ー
ジ
)
は
、

「
荘
子
貌
恵
王
大
弧
之
法
」
と
侍
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
新
出
の
も

の。

ち
な
み
に
貌
の
恵
王
の
大
弧
と
は
、

『
荘
子
』
遁
這
遊
篇

に
み
ゆ
。

こ
の
文
も
『
種
謹
必
用
』
五
一
俊
(
二
五
1

二
六

ペ
ー
ジ
)
に
若
干
の
省
略
は
あ
る
が
見
出
さ
れ
、

『
纂
要
』

×
 

の
「
左
者
四
重
合
帰
一
本
」
は
、
『
必
用
』
の
「
左
右
四
藍
、

合
篤

一
本
」
が
正
し
か
ろ
う
。
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「
牧
茶
子
」
の
三
三
字
(
四
六
ペ
ー

ジ
)
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
上
海
の
胡
道
静
君
の
寄

次
の
「
種
茶
」
の

一
六
七
字
、

贈
に
か
か
る

『中
華
文
史
論
叢
』

第
二
輯
(
一
九
六
二
年
刊
〉
『こ

輯
め
ら
れ
た
氏
の

「
誼

『
四
時
纂
要
』
割
記
」

(一

O
四
ペ

ー
ジ
)

の
一
文
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
氏
は
い
う
、

「
こ
れ
は

お
そ
ら

く
我
が
園
古
農
書
中
、
茶
樹
の
栽
培
経
験
に
闘
す
る
最
も
早
い
締
結

で
あ
ろ
う
。
茶
樹
は
、
秦
嶺
線
以
南
に
産
し
、

古
代
の
北
方
農
摩
者

は
、
み
な
ど
う
そ
れ
を
虚
理
す
る
か
、
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
、

『
斉
民
要
術
』
は
、
そ
れ
を

「
五
葉
果
疎
菜
茄
非
中
園
物
産
者
」
の

な
か
に
列
し
て
い
る
。
唐
代
中
期
の
陸
鴻
漸
撰
『
茶
経
』
三
巻
は
、
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茶
屋
'
の
専
著
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
採

・
熔

・
者…

・
飲
に
詳
し

く
、
栽
植
に
は
簡
略
で
あ
る
。

『
四
時
纂
要
』
に
記
す
種
法
で
、
品目田

時
の

〔
筆
〕
中
南
の
茶
農
が
す
で
に
掌
握
し
て
い
た
一
系
列
の
栽
培

技
術
と
套
作
法
(
茶
未
成
問
、

四
面
不
妨
種
雄
腕
・
黍
・
際
等
)
が

知
ら
れ
る
」
と。

月
で
は
、

「種
整
」

五
五
ペ
ー
ジ
)
は
、

(
一一二
三
{子、

民
要
術
』
巻
三
種
聾
第
二
十
七
よ
り
遥
か
に
詳
し
く
て
好
い
。

(

一

O
O字
、

に
み
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

五
七
ペ
ー
ジ
)
は

ま
た
「
種
菌
子
」

『
要
術
』

六
月
に
は

「
種
蕎
褒
」

(
三
四
字
、
九
六
ペ
ー
ジ
)
が
出
て
く

る

蕎
褒
の
俸
来
期
は、

よ
く
問
題
に
さ
れ
、
文
献
で
は
『
斉

民
要
術
』
の
巻
一
の
前
に
お
か
れ
た
「
雑
説
」
に
、

「
先
耕

議
姿
地、

次
耕
除
地
。
:
・:凡
蕎
姿
五
月
耕
。
経
三
十
五
日

草
岡
湖
、
得
輔
弁
種
。
耕
三
編
、
立
秋
前
後
皆
十
日
内
種
之
」

云
々
と
あ
る
の
が
初
見
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
「
雑
読
」
の
著

作
年
代
が
明
ら
か
で
な
い。

『纂
要
』
に
は、

立
秋
が

六
月
に
あ
る
と
き
は
、

秋
前
十
日
に
ま

き
、
立
秋
が
七
月
だ
と
、
秋
後
十
日
に
ま
く
と
述
べ

七
月
の
「
雑

事
」
の
な
か
で
は

「喬
京
女
を
巣
(
う
り
よ
ね
〉
す
」

と
出
て
く
る

(
一
一
七
ペ
ー
ジ
)
。

z司

予寄

な
お
唐
で
は
白
居
易
(
楽
天

3
N
l∞
怠
)
の
詩
に
「
濁
出

門
前
草
野
田
、
月
明
蕎
褒
花
如
雲
」
と
か

「
蕎
委
舗
花
日
」

と
う
た

っ
て
お
り
、
ま
た
温
庭
鵠

3
5
1唱
。
叫
)
の
詩
に

も

「
日
暮
鳥
飛
散
、
浦
山
蕎官会
花
ν
と
一詠じ
、
唐
代
に
は
蕎

姿
は
か
な
り
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

七
月
の
「
種
葱

〔
麓
〕」

(
八
七
字
、

一
O
九
ペ
ー
ジ
〉
初
め
の
部

分
は;

『
要
術
』
径
三
種
葱
第
二
十
一
に
撲
っ
て
い
る
が
、
こ

の
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際
、
雨
書
と
も
ま
ず
前
作
に
茶
豆
を
ま
き
、
五
月
に
掩
殺
し
て
茶
豆

一
畝
に
四
|
五
升

(
「
纂

を
緑
肥
に
あ
て
、

七
月
に
よ
く
耕
し
て
、

要
』
は
五
升
と
す
)
を
ま
く
が
、

ヵ:

そ
の
と
き
「
妙
穀
」
を
種
子
に
ま

そ
の
際
、

二
脚
緩
を
使
う
と
こ
ろ
ま
で

同
じ
だ

『
要
術
』
で
は
た
ん
に
播
種
溝
つ
く
り
に
殺
が
用
い
ら
れ
、

妙

ぜ
て
播
種
す
る。

穀
を
ま
ぜ
た
種
子
は

「販
制判
」

(貼
諸
問
置
と
も
い
う
)
に
入
れ
て

そ
れ
を
叩
き
つ
つ
播
種
溝
に
落
と
し
て
ゆ
き
、

腰
に
つ
け
た

---， 
批

契」

(
ベ
ツ
セ
ツ
)
で
覆
土
し
て
ゆ
く
の
だ
が
、

『
纂
要
』
で
は
、

二
脚
綴
の
一
一
阪
は
ふ
さ
い
で
一
方
の
一

眼
か
ら
妙
穀
を
等
量
に
ま
ぜ

た
種
子
を
、
穣
脚
の
後
方
か
ら
落
と
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
葱
が
出
て



く
る
と
、
穣
の
一
眼
を
塞
い
で
い
た
地
中
の
土
で
培
土
す
る
と
し
て

い
る
。八
月
で
は
、

(
一
七
{子。

一
二
三
ペ
ー
ジ
)
で
「
若
不

「
首
稽
」

作
睦
種
、
即
和
委
種
之
不
妨
。

-
「
畦
種
」
の
こ
と
は
、

-『
斉
民
要
術
』
巻
三
種
首
着
第
二
十
九
に
見

一
時
熟
」
と
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち

え
る
が
、
委
と
の
間
作
は
初
見
で
、
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
「
種
世
田
」

(
八
七
字
。

二

=
一ペ
ー
ジ
)
で
は
、
初
め
の

九
字
は
『
要
術
』
巻
三
種
蒜
第
十
九
に
援
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
段
は

異
な

っ
て
お
り
、
唐
代
に
お
け
る
蒜
つ
く
り
の
進
歩
が
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
「
嬰
粟
、
尤
宜
山
技
。
亦
可
睦
種
」
と
出
て
い
る
(
一
一

一

三
ペ
ー
ジ〉。嬰
栗
花
に
つ
い
て
は
、
清
の
呉
其
溶
『
植
物
名
貧
園
考』

巻
二
六
、
嬰
子
粟
の
な
か
で
、

い
な
い
」
と
し
、
宋
の
劉
翰
ら
の
『
開
賓
本
草
』
と
蘇
頚
の

『
園
鰹
本
草
』
(
嘉
祐
七
年
奉
準
)
を
引
い
た
が
、
『
園
経
』

に
は
、
「
九
月
布
子
、
渉
多
至
春
始
生
苗
、
極
繁
茂
失
。
不

「唐
以
前
に
は
著
録
さ
れ
て

爾
、
種
之
多
不
出
、
出
亦
不
茂
」
云
々
と
あ
っ
て
、
『
纂
要
』
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の
播
種
期
(
八
月
)
と
約
一
月
の
相
違
が
あ
る
が
、
{
木
の
蘇

轍
(
子
由
)
の
t

「
種
薬
苗
詩
」

に
、
嬰
粟
は

「輿
褒
借
種
、

奥
様
借
熟
」

と
あ
り
、

明
の
王
象
菅
(
山
東
済
南
の
人
)

『
二
如
亭
群
芳
譜
』
花
譜
四
嬰
粟

O
種
襲
で
は
、
「八
月
中

秋
夜
、
或
重
陽
月
下
子
」
云
々
と
誌
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
宋

の
陳
元
観
『
博
聞
録
』
は
「
重
九
日
(
九
月
九
日
)
種
、
又

中
秋
夜
種
、
則
嬰
大
子
滅
。
種
詑
以
竹
第
掃
之
」
と
出
て
く

る

(
『
農
桑
輯
要
』
巻
六

器
粟
に
引
く
と
こ
ろ
に
よ
る
)
。

さ
ら
に
宋
の
臭
惇
『
種
審
必
用
』
(
二
ハ
入

・
一
六
九
係
、
四

よ
り
詳
し
く
下
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
種
駕
栗
花
、
以
雨
手
重
盛
撒
種
、
則
開
花
重
蓋
也
。
草
案

駕
粟
子
、
於
中
秋
夜
種
詑
、
用
竹
等
掃
勾
、

則
成
千
葉
者
」
。

五
ペ
ー
ジ
)
に
は
、
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「
種
駕
莱
花、

九
月
九
日
以
竹
掃
箸
或
芭
掃
箸
撤
、

結
盟
必

「
中
秩
夜
種
、
則
子
満
盟
」
と
。

大
、
子
必
満
。
又
一
去、

な
お
「
牧
地
責」

(
七
一
{
子
、

一
二
七
ペ

ー
ジ
)
の
こ
と
は
、
先
に

燭
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
月
で
は
、

(一

四
四
ペ
ー
ジ
〉
の
末
尾
に

「

腕

「
耕
多
葵
」

豆
是
月
種
之
」
と
あ
り
、
五
月
の
「
雑
事
」
に
は
「
牧
・:・:
腕
豆
・:

:
・
」
と
み
ゆ

(
九
0
ペ
ー
ジ
)
。
腕
豆
の
名
は
、『
斉
民
要
術
』
巻
二

「
腕
豆

・
江
豆
・

鐙
豆
、
小
豆
類

也
」
と
あ
る
だ
け
だ
。

『纂
要』

は
十
月
に
う
え
、
五
月
に
牧
め
る
と

大
豆
第
六
の
は
じ
め
の
爽
注
に
、
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い
う
。
然
る
に
元
の
司
農
司
撰
『
農
桑
綿
要
』
巻
二
、

「『務
本
新
書
』
碗
豆
二
、
三
月
種
」

云
々
と
し
、
ま
た
明
の
李
時

碗
豆
に
は

腕
豆
の
骨
幽
に
は
、

腕
豆
種
出
西
胡
。
今
北
土
甚
多
。
八
、
九
月
下
種
」

珍
の

『
本
草
綱
目
』
巻
二
四
、

「
時
珍
目
、

云
々
と
み
え

る。

さ
ら
に
李
長
年
主
編
『
中
園
農
準
遺
産
選
集

豆

類

(
上
編
)
』
(
一
九
五
八
年
刊、
三
四
七
ペ

ー
ジ
)
を
縮
く
と、

甲
類
第
四
種

清
の
郭
雲
陸

(
河
南
滑
鯨
の
人
)
撰
『
救
荒
簡
易
書
』
救
荒
月
令

に
、
碗
豆
正
月
種
、
二
月
種
、
八
月
種
、
九
月
種
、
十
月
種
、
十

一
月
種
、

『纂
要
』
の
い
う
十
月
に
種

十
二
月
種
と
題
し
て
説
迅
し
て
お
り
、

え
る
も
の
は
、
こ
こ

で
は

〔
河
南
省
〕

「
長
垣
豚
農
人
、
鮮
符
牒
農

人
、
十
月
有
種
腕
豆
者
」
と
し

ま
た
清
の
丁
宜
曾

(
山
東
日
照
の

人
)
の
『
農
園
便
覧
』
に
は
、

「
正
月
種
一
腕
豆
」
と
と
も
に
「
十
月

種
碗
豆
」

と
あ
り
、
そ
し
て
「
五
月
刈
碗
豆
」
と
出
て
く
る
。
さ
れ

t工

こ
の
燦
か
ら
も
、
北
方
の
そ
れ
を
指
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

日
最
後
に
十
二
月
の
「
焼
首
稽
」

も
、

(
六
二
{
子
、

一
六
七
ペ
ー
ジ
)

『
湾
民
要
術
』
巷
三
種
首
着
第
二
十
九
と
ち
が
っ
て
い
て
、
興

味
ふ
か
い
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。

以
上
、
私
の
気
づ
い
た
黙
を
列
示
し
た
が
、
も

っ
と
詳
細
に
讃
み

出
せ
ば
、
色
々
と
護
見
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
ま
た
守
屋
君
の
言

業
す
な
わ
ち

「
韓
都
が
先
人
の
書
を
引
く
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と
が

ら
が
、
唐
五
代
の
現
賓
に
十
分
適
躍
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抜
翠

し
た
に
ち
が
い
な
い
か
ら
、

そ
の
記
事
も
ま
た
唐
五
代
の
農
業
経
済

の
質
態
を
知
る
た
め
の
参
考
と
な
る
」
こ
と
を
、

言
い
添
え
て
お
こ

う
(
「
唐

・
五
代
歳
時
記
資
料
の
研
究
」
『
大
阪
大
祭
文
製
部
紀
要
』

第
九
巻
、
七
五
ペ
ー
ジ
)
。

終
り
に
、
中
外
人
の
本
書
に
針
す
る
紹
介
が
あ
る
に
拘
ら
ず、

わ

が
閣
に
無
い
と
守
屋
君
に
い
わ
れ
る
と
、
何
か
私
に
責
任
が
あ
る
よ

う
で
、
思
い
の
ま
ま
を
遠
慮
せ
ず
に
書
く
と
い
う
諒
解
を
氏
か
ら
得
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た
の
で

」
こ
に
護
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

附

言

七
ペ
ー
ジ
下
欄
か
ら
八
ペ
ー
ジ
上
欄
に
み
え
る

「種
葵
」
の
文
章
が
、

宋
の
奥
様
『
種
婆
必
用
』
(
『
永
幾
大
典
』
容

-
コ
二
九
四
K
輯
む
。
胡
道
静

絞
註
、
一
九
六
三
年
後
業
出
版
祉
刊
)
二

0
ペ
ー
ジ
(
二
七
係
)
「
正
月
晦

日
積
爽
」
に
、
そ
の
ま
ま
出
て
来
る
。
尤
も
そ
れ
に
は
「
紳
仙
種
法
」
を
誤

っ
て

「一
柳
田
種
法
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
七
ペ
ー
ジ
下
欄
の
「
(
正
月
)
鋤

姿
。
再
週
翁
良
。
叉
種
春
委
」
が
、
『
必
用
』
の

一六
ペ
ー
ジ

(
六
係
)
に

出
て
く
る
。

な
お
本
替
の
四
割
あ
ま
り
を
占
め
る
占
候

・
占
卜
・

禁
忌
の
資
料
の
来
源

を
さ
く
ら
ん
と
、

ま
ず
唐
の
寝
曇
悉
逮
ら
奉
毅
撰

『大
麿
開
元
占
綬
』

一一一

O
省
と
李
淳
風
撲
と
停
え
る
『
観
象
玩
占
』
四
九
容
を
、
京
大
人
文
科
摩
研

究
所
で
絡
い
て
は
み
た
も
の
の
、
一
向
に
興
味
が
湧
い
て
来
な
い
の
で
、
容

を
閉
じ
て
し
ま

っ
た
。
か
の

『幾
桑
経
』
の
撰
者
蒲
松
齢

・
柳
泉
先
生
は
、

康
照
五
三
年
か
れ
七
五
才
の
と
き
、
上
記

『観伯
郡
玩
占
』
を
選
録
し
た
と
い

う
け
れ
ど
。

(
一
九
六
五
年
秋
、
枚
方
市
菊
丘
町
五
の
十
三

κ
て〉


